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■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　佐　藤　武　朗

委員　岩　﨑　久　男

編　集　後　記

　「献上桃の郷」の商標登録が４月に認めら
れ、５月には相馬福島道路の桑折高架橋の着
工と、本町にとってうれしいことが続いてお
ります。
　とりわけ「桑折の逸品」と称される桑折産
の「桃」の出荷を、多くのファンが「早く食
べたい」と待っていました。それに答えるか
のように今年は早いこと、早いこと。そんな
に慌てずゆっくり味わいたいのに。もう７月
末に主力の「あかつき」が最盛期になると
か。
　生産農家の方々には、商標登録の効果も加
わり、「桃を作り続けてよかった。暑いけど
がんばっぺ」となるよう祈ります。
　「桃」も「生産者」も町の宝ですもの。

川名　静子

～桑折の逸品～

睦合幼稚園七夕まつり

 －  ぼくたちの願いは…  －
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6 定月 例 会

　平成28年第４回定例会は、６月21日から27日

まで、７日間の会期で開催された。

　提出された議案は、条例改正８件、補正予算２

件、報告４件、同意１件、請願２件、陳情６件、

議会より発委２件、発議３件の計26件、一部を

除き可決した。

町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
条
例
に
規
定
す
る
事
務
の
根
拠
と

な
る
法
令
及
び
取
り
扱
う
特
定
個
人

情
報
等
に
つ
い
て
、
整
理
修
正
す
る

改
正
。

「
町
総
合
計
画
審
議
会
」へ
名
称
変
更

町
振
興
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
改

正　「
次
期
総
合
計
画
」策
定
に
係
る
審

議
会
の
設
置
に
あ
た
り
、
題
名
を
現

状
の
名
称
に
合
わ
せ
る
た
め
の
改
正
。

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

町
税
特
別
措
置
条
例
等
の
一
部
改
正

　
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活

性
化
に
関
す
る
法
律
及
び
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
平
成
27
年
中
の
総
所
得
金
額
及
び

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
等
の
確
定

に
伴
い
、
国
保
税
の
算
定
に
用
い
る

所
得
割
等
の
按
分
率
及
び
軽
減
額
の

改
定
。

　
国
保
加
入
者
は
低
所
得
層
が
主
体

で
あ
る
。
国
保
予
算
編
成
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
そ
の
負
担
軽
減
で
あ

る
。
国
は
そ
の
事
実
を
認
め
て
い
る
。

し
か
る
に
本
年
度
一
世
帯
当
た
り

５
・
３
％
、
一
人
当
た
り
８
・
７
％

の
増
税
は
、
こ
れ
と
反
対
の
結
果
で

あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

　
今
回
、
国
保
税
が
増
額
に
な
る
こ

と
で
、
国
保
加
入
者
の
負
担
増
を
考

え
る
と
賛
成
よ
り
気
持
ち
は
反
対
で

す
。
し
か
し
、
い
ざ
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
、
十
分
な
治
療
が
受
け

ら
れ
る
た
め
に
も
こ
の
国
保
事
業
の

運
営
は
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
々
増
え
る
受
診
者
の
数
、
高
額

医
療
等
の
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
加
入
者
同
士
が

助
け
合
い
、
支
え
合
う
た
め
や
む
を

得
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
懸

案
で
あ
っ
た「
資
産
割
」を
５
年
後
を

目
途
に
廃
止
す
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。

　
今
後
、
私
達
一
人
ひ
と
り
の「
食

育
」
や「
運
動
」
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、

各
種
検
診
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
に
繫
が

る
も
の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
予
防
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
望
み
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　
県
市
町
村
国
保
広
域
化
等
支
援
方

針
に
お
い
て「
資
産
割
廃
止
」
及
び

「
応
能
割
・
応
益
割
の
均
衡
化
」を
目

指
す
事
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に

お
い
て
は
復
興
を
最
優
先
と
し
変
更

な
さ
れ
な
か
っ
た
。（
近
隣
自
治
体

は
既
に
廃
止
）
震
災
か
ら
五
年
町
民

生
活
に
一
定
の
回
復
が
見
ら
れ
る
と

は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
現
状

で
、
基
金
よ
り
３
０
０
０
万
円
充
て
、

町
民
の
負
担
軽
減
に
努
め
ら
れ
る
と

理
解
す
る
。

　
仮
に
28
年
度
現
状
維
持
の
た
め
に

５
０
０
０
万
円
基
金
を
充
て
る
と
し

て
も
、
29
年
度
以
降
視
野
に
立
て
ば

そ
の
財
源
は
ど
う
な
る
の
か
。
総
じ

て
共
助
の
観
点
か
ら
国
へ
の
要
望
も

し
っ
か
り
と
努
め
ら
れ
ま
す
様
申
し

添
え
賛
成
と
す
る
。

賛
成
８
、
反
対
２
で
可
決

委
員
数「
20
人
」も

「
20
人
以・

内・

」と
す
る

財
政
支
援
を
一
年
延
長

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
国
に
よ
る「
避
難
指
示
区
域
等
に

お
け
る
被
保
険
者
の
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
措
置
に
対
す
る
財
政
支
援

を
す
る
期
間
を
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
、

特
に
避
難
設
備
に
関
し
て
よ
り
安
全

面
を
確
保
し
、
保
育
環
境
を
良
く
す

る
改
正
。
本
町
で
は
該
当
な
し
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対

す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
国
に
よ
る「
避
難
指
示
等
対
象
被

保
険
者
に
対
す
る
保
険
料
減
免
措

置
」
に
対
す
る
財
政
支
援
が
平
成
29

年
３
月
分
ま
で
延
長
さ
れ
る
改
正
。

条
例
改
正

平成 28 年度  国民健康保険税のあん分率表

国保税

5.3％ 8.7％アップ一世帯
あたり

平成32年度を目途に「資産割廃止」へ

一　人
あたり

医療給付費分 前年度対比 高齢者医療支援金分 前年度対比 介護納付金分 前年度対比

あ

ん

分

率

所　　得　　割 6.31％ 0.63％ 1.70％ 0.05％ 2.41％ 0.13％
資　　産　　割 24.73％ △ 4.82％ 6.84％ △ 1.85％ 13.22％ △ 2.82％

均等割（被保険者１人あたり） 22,500 円 2,500 円 6,300 円 400 円 10,000 円 600 円

平　等　割
（１世帯あたり） 19,700 円 1,000 円 5,600 円 0 円

（１世帯あたり）

5,900 円
200 円（特定世帯） 9,850 円 500 円 2,800 円 0 円

（特定継続世帯） 14,775 円 750 円 4,200 円 0 円

軽

減

額

７
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 15,750 円 1,750 円 4,410 円 280 円 7,000 円 420 円

平等割
（１世帯あたり） 13,790 円 700 円 3,920 円 0 円

（１世帯あたり）

4,130 円
140 円（特定世帯） 6,895 円 350 円 1,960 円 0 円

（特定継続世帯） 10,343 円 525 円 2,940 円 0 円

５
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 11,250 円 1,250 円 3,150 円 200 円 5,000 円 300 円

平等割
（１世帯あたり） 9,850 円 500 円 2,800 円 0 円

（１世帯あたり）

2,950 円
100 円（特定世帯） 4,925 円 250 円 1,400 円 0 円

（特定継続世帯） 7,388 円 375 円 2,100 円 0 円

２
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 4,500 円 500 円 1,260 円 80 円 2,000 円 120 円

平等割
（１世帯あたり） 3,940 円 200 円 1,120 円 0 円

（１世帯あたり）

1,180 円
40 円（特定世帯） 1,970 円 100 円 560 円 0 円

（特定継続世帯） 2,955 円 150 円 840 円 0 円

齋

藤

松

夫

議員

反対

川

名

静

子

議員

賛成

羽
根
田
八
千
代

議員

賛成

討 

論
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繰

越

明

許

費

款 事　業　名 金　　額 翌年度繰越金 完成予定日

02総務費 歴史的風致・文化財等PR映像制作（桑折町まち・ひと・しごと創生） 2,600,000円 2,600,000円 平成29年3月15日

02総務費 地方公共団体情報セキュリティ対策に伴う追加業務 8,361,000円 8,361,000円 平成28年12月28日

02総務費 PCB廃棄物（蛍光灯安定器）処理業務 4,500,000円 4,500,000円 平成28年9月30日

02総務費 地域振興事業（桑折町まち・ひと・しごと創生）業務委託 22,000,000円 22,000,000円 平成29年3月17日

02総務費 地方公共団体情報セキュリティ対策に伴う追加業務 5,217,000円 5,217,000円 平成28年12月28日

03民生費 臨時福祉給付金等支給事業 75,690,000円 53,486,000円 平成28年8月10日

04衛生費
健康管理データーバンクシステム改修業務（社会保障・税番号
制に係る改修）

2,193,000円 2,193,000円 平成28年9月30日

05農林水産業費 ため池調査設計業務（第10回申請桑折地区）業務委託 19,415,000円 15,635,000円 平成28年11月30日

05農林水産業費 ふくしま森林再生事業森林整備等業務 14,956,000円 9,956,000円 平成28年8月31日

05農林水産業費 ハートレイク半田沼観光誘客事業（桑折町まち・ひと・しごと創生） 16,500,000円 16,500,000円 平成29年3月17日

06商工費
空き店舗を活用した交流拠点づくり事業（桑折町まち・ひと・
しごと創生）

500,000円 500,000円 平成29年3月17日

06商工費 商標登録（献上桃の郷）事務委託 437,000円 269,000円 平成28年6月10日

06商工費 福島県北５市町誘客促進事業（桑折町まち・ひと・しごと創生） 716,000円 716,000円 平成29年3月17日

06商工費 桑折ブランドづくり事業（桑折町まち・ひと・しごと創生） 3,200,000円 3,200,000円 平成29年3月17日

06商工費 町観光ラッピングバス活用支援事業（桑折町まち・ひと・しごと創生） 200,000円 200,000円 平成29年3月17日

08消防費 地区防災計画印刷料 810,000円 610,000円 平成28年9月30日

08消防費 放射性物質除染対策事業 2,700,022,000円 741,000,000円 平成28年10月31日

08消防費 ホールボディカウンタ検出器修繕 3,200,000円 3,200,000円 平成28年9月30日

09教育費
伊達氏と桑折西山城ブックレット制作（桑折町まち・ひと・し
ごと創生）

3,000,000円 3,000,000円 平成29年3月31日

10災害復旧費 宮沢地区水路災害復旧工事 18,646,000円 18,646,000円 平成28年9月7日

10災害復旧費 台風18号及び豪雨による道路災害復旧工事 11,900,000円 8,600,000円 平成28年5月31日

合　　　計 2,914,063,000円 920,389,000円

事
故
繰
越
し

款 事　業　名 支出負担行為額 翌年度繰越金 完成予定日

07土木費 町道3253号線　道路舗装維持管理工事 9,485,640 円 5,086,000 円 平成28年5月6日

合　　　計 9,485,640 円 5,086,000 円

平成 27 年度一般会計繰越明許費・事故繰越し

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

全
線
設
置
予
算

一
般
会
計（
第
一
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
１
億
３
，
８
２
６
万
４
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
70
億
２
，
１

３
６
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
活
交
付
金

５
，
０
０
０
万
円

・�

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付

金
基
金
繰
入
金

５
，
０
０
０
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
，
２
４
４
万
５
千
円

・
公
営
住
宅
整
備
事
業
債

１
，
２
５
０
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
費

６
，
２
５
０
万
円

・�

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付

金
基
金
繰
入
金

５
，
０
０
０
万
円

・
有
害
鳥
獣
対
策
費

２
，
０
２
７
万
５
千
円

・
消
防
団
運
営
費

１
９
１
万
６
千
円

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
費

１
６
７
万
７
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）（
第
一
号
）

　
平
成
27
年
度
の
本
算
定
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
を
行
う
も
の
。

《
歳
入
》

・
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税

△
３
，
０
０
０
万
円

・
前
期
高
齢
者
交
付
金

△
１
億
３
，
０
０
０
万
円

・
療
養
給
付
費
等
負
担
金

４
，
１
６
０
万
円

・
特
別
調
整
交
付
金４

，
６
７
０
万
円

・
県
財
政
調
整
交
付
金

１
，
１
７
０
万
円

・
国
保
基
金
繰
入
金３

，
０
０
０
万
円

・
繰
越
金
　
　
　
３
，
０
０
０
万
円

れ
を
も
と
に
戻
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
日
本
共
産
党
は
こ
う
し
た
立
場

で
国
会
と
地
方
議
会
で
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
く
が
、
町
長
に
置
か
れ

て
も
最
善
を
尽
く
さ
れ
た
い
。

※繰越明許とは

　�　歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき年度内にその支出を終わら

ない見込みのあるものについては、予め議会の議決を経て、翌年度に繰り越して使用できる制度。

※事故繰越しとは

　�　予め翌年度に繰り越して使用することが予想される性質のものではなく、当初においてはその

年度内に使用し終わる計画で契約を行ったが、予算執行の過程において、避け難い事故のために

その年度内に使用を終わらない状況となることが考えられるため、翌年度にその経費の金額を繰

り越して使用できる制度。

平
成
28
年
度

 
補
正
予
算

請
願
・
陳
情 

審
査
結
果

　
国
保
条
例
改
正
案
と
同
様
の
理
由

で
反
対
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
強
調

し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
国
保

税
負
担
軽
減
は
国
の
国
保
政
策
の
在

り
方
に
か
か
っ
て
い
る
。
も
と
も
と

は
国
の
国
保
へ
の
補
助
率
は
医
療
費

の
45
％
、
給
付
費
ベ
ー
ス
で
60
％
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
は
給
付
費
の

50
％
と
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
10
％
の

差
が
国
保
増
税
と
な
っ
て
い
る
。
こ

　
国
保
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
既
に
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
賛

成
討
論
と
同
様
の
観
点
か
ら
賛
成
す

る
。

　
国
は
公
費
拡
充
に
よ
り
財
政
基
盤

の
強
化
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
低
所
得
対
象
者
へ
財
政
支
援

等
々
、
町
民
心
情
を
鑑
み
、
町
と
し

て
政
策
展
開
を
強
固
な
も
の
に
す
る

こ
と
。
そ
し
て
ま
た
、
同
時
に
国
へ

の
要
望
を
希
求
し
賛
成
す
る
。

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

　
委
員
　
幕
田
進
は
、
平
成
28
年
７

月
29
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
次
の
者
の
選
任
に
同
意

し
た
。

　
住
所
　
南
半
田
字
大
梅
寺
41
番
地
の
１

　
氏
名
　
　
　
　
　
　
松
野
　
明
彦

昭
和
31
年
10
月
27
日
生

　
３
月
定
例
会
で「
継
続
審
査
」
と

な
っ
て
い
た
２
件
に
関
し
て
は
、
委

員
会
報
告（
Ｐ
15
）の
中
で
く
わ
し
く

報
告
し
て
お
り
ま
す
。

臨
時
災
害
放
送
局（
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
）

設
置
を
求
め
る
請
願

〔
請
願
者
〕

　
芝
堤
15
番
地
の
４
　
氏
家
　
正
良

　
松
原
字
下
舘
23
番
地

鈴
木
　
文
夫

　
伊
達
崎
字
台
38
番
地

川
村
　
滋
道

〔
審
査
委
員
会
〕

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
採
　
択

災
害
時
に
お
け
る
避
難
道
路
整
備
の

請
願
書

〔
請
願
者
〕

　
桑
島
四
９
番
地
の
８

鈴
木
　
庄
平

　
諏
訪
34
番
地
の
16
　
佐
藤
　
浪
子

　
諏
訪
34
番
地
の
６
　
小
林
　
恵
助

〔
審
査
委
員
会
〕

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
継
続
審
査

る
状
況
で
あ
れ
ば
、
完
成
し
て
い
る

道
路
を
活
か
す
た
め
に
も
年
次
計
画

で
の
事
業
再
開
を
す
べ
き
で
あ
る
。

屋
内
運
動
施
設
設
置
器
具
改
修
に
関

す
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　
万
正
寺
字
弁
天
水
４
番
地
の
６

　
桑
折
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

会
長
　
星
　
　
一
三

　
谷
地
字
追
分
11
番
地
の
５

　�

桑
折
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団代

表
　
岡
田
　
和
人

　
南
半
田
字
六
角
４
番
地
の
１

　�

桑
折
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
会

会
長
　
冨
田
有
美
子

〔
審
査
委
員
会
〕

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
継
続
審
査

北
沢
地
内
の
佐
久
間
川
に
架
か
る
生

活
用
架
け
橋
補
修
に
つ
い
て
の
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　
伊
達
崎
字
北
沢
23
番
地
の
１

　
　
北
沢
町
内
会
長
　
後
藤
　
敏
行

〔
審
査
委
員
会
〕

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
採
　
択

国
か
ら
の「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支

援
等
事
業
交
付
金
」
に
よ
る
十
分
な

就
学
支
援
を
要
請
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　
福
島
市
上
浜
町
10
ー
38

　
福
島
県
教
職
員
組
合

　
　
中
央
執
行
委
員
長

角
田
　
政
志

　
伊
達
市
保
原
町
字
旭
町
32

　
県
教
職
員
組
合
伊
達
支
部

　
　
　
　
　
支
部
長
　
酒
井
　
克
幸

〔
審
査
委
員
会
〕

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
採
　
択（
意
見
書
）

志
田
ノ
内
線
道
路
拡
幅
工
事
再
開
に

つ
い
て
の
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　
北
半
田
字
御
免
町
６
番
地

　
御
免
町
町
内
会
　
　
野
村
　
正
好

〔
審
査
委
員
会
〕

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　
採
　
択

〔
委
員
会
の
意
見
〕

　
測
量
、
図
面
作
成
ま
で
進
ん
で
い

齋

藤

松

夫

議員

反対 討 

論

羽
根
田
八
千
代

議員

賛成同
　
　
意

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
8 名登壇

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

一 般 質 問

登壇議員 質　問　項　目

原　　　賢　志
・�国道4号ＩＣ（仮称）周辺の開発・活用と課題について

・「献上桃の郷」商標登録の活用について

渡　邉　英　直
・小学校の統廃合は、あるのか

・川島隆太先生の特別授業を受けて

・�イコーゼ屋内遊び場の利用条件緩和の検討・進捗状況は

川　名　静　子

・�人口減少対策と人ロビジョンの具体的方策は

・交流人口がもたらすものは

・空き家・空き地対策の進捗状況は

・各地区防災訓練について

半　澤　　　高
・危機管理のあり方と新庁舎建設について

・「地方創生」と町の取り組みについて

羽根田　八千代

・�〝献上桃の郷〟商標登録による農業の再興・振興について

・「食育」における本町の取り組みについて

・�公共施設等総合管理計画に基づく役場庁舎のあり方について

・�防災強化の推進は、国見町・伊達市との連携を

岩　﨑　久　男

・�「安保法制と立憲主義破壊問題の態度」について

・原発事故と賠償問題について

・少子高齢化、人口減少対策について

・地域経済を担う産業について

齋　藤　松　夫

・�「こどもの貧困」の本町における状況と対策について
・�イノシシ被害対策としての有害鳥獣侵入防止柵設置について
・�町民研修センターうぶかの郷の源泉枯渇対策について
・�歴史を活かした町づくりにつながる、桑折町・平林遺跡（福島県最古の人間）について
・公営住宅長寿命化計画策定業務について

斉　藤　　　謙

・�大割東仮置場の進捗状況と今後の対応等に関して

・�土地開発公社の堰向工業団地分への損失補償に関して

・財政運営等に関して

・障がい者差別解消法に関して

原 　 賢 志 議員

ＩＣ周辺の利活用と課題は
　　　　幅広く検討したい

「
献
上
桃
の
郷
」商
標
登
録
の
活
用
は

　「
こ
お
り
の
逸
品
」を
売
出
し
て
い
く

○�一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間

60分で行われます。

○�内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

◯一般質問の様子は桑折町議会のホームページ（録画）でご覧いただけます。

問
　
農
振
法
の
問
題
も
あ
る
が
、
今

後
の
消
費
活
動
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
た
消
費
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

物
流
倉
庫
の
誘
致
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
今
後
の
検
討
に

お
い
て
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
べ
き
で
は

な
い
か
考
え
を
伺
う
。

問
　
６
次
化
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

ロ
ゴ
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

伺
う
。
ま
た
、
献
上
桃
を
生
み
出
し

た
桑
折
町
の
気
候
風
土
や
生
産
者
の

情
熱
も
ア
ピ
ー
ル
し
、
他
の
農
産
物

や
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
・
文
化
遺
産

も
併
せ
て
発
信
す
べ
き
と
思
う
が
考

え
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
法
的
な
制
限
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
観
光
農
園
や
直
売
所
な
ど

農
業
振
興
に
合
致
し
た
土
地
利
用
の

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
検
討
し
て

い
る
が
、
幅
広
く
情
報
収
集
に
努
め

物
流
倉
庫
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
た

い
。
な
お
、
業
界
の
情
報
を
収
集
し

当
該
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に

生
か
せ
る
よ
う
な
業
種
を
見
極
め
誘

致
に
努
め
て
い
き
た
い
。
様
々
な
考

え
を
聞
き
な
が
ら
隣
接
自
治
体
と
も

連
携
を
密
に
し
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

答
　
町
長
　
専
門
家
や
関
係
団
体
等

と
協
議
・
対
応
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
や
産
地
振
興
、
農
産
物
の
風
評

払
拭
等
に
繋
げ
て
い
く
。
認
定
後
間

も
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
光
セ

ン
サ
ー
選
別
を
実
施
し
、
贈
答
用
の

特
秀
以
上
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
貼
付
し

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
る
。
個
人
で
の

贈
答
品
に
つ
い
て
は
、
基
準
等
を
来

年
度
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。
献
上

桃
は
、
先
駆
的
取
組
や
培
わ
れ
た
高

い
技
術
力
に
よ
り
誕
生
し
た
。
町
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
桃

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く「
こ
お
り

の
逸
品
」を
売
出
し
て
い
き
た
い
。

― ４年後の開通をめざし工事が進む ―
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

川 名 静 子 議員

小学校の統廃合はあるのか
　地域コミュニティの核として重視

産業振興課はイベントが中心か
　町振興公社の充実を図る

渡 邉 英 直 議員

― 早寝・早起き・朝ごはん ―

問
　「
イ
コ
ー
ゼ
」
屋
内
遊
び
場
の
利
用
条
件
緩
和
は

　
　
答
　
付
添
保
護
者
一
人
当
り
子
供
利
用
者
を
３
人
に

問
　
空
き
家
改
築
の
モ
デ
ル
に
専
門
学
生
の

コ
ン
ペ
を
使
う
考
え
は

　
　
答
　
な
か
な
か
い
い
話
だ
が
、
調
査
を
先
に
　

問
　
地
区
に
添
っ
た
防
災
訓
練
の
実
施
は

　
　
答
　�

桑
折
地
区
は
醸
小
を
会
場
に
、
他
は
実
情
に
合
わ
せ

これも 質 問これも 質 問

人
口
減
に
長
と
し
て
危
機
感
は
あ
る
の
か

　
あ
る
。
目
標
値
を
上
回
る
よ
う
努
め
る

川
島
隆
太
先
生
の
特
別
授
業
を
受
け
て

　
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
実
践
を
進
め
る

　
町
の
魅
力
を
巡
る
方
達
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。（
御
蔵

調
査
）イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
頼
ら
ず
町
の
雰
囲
気
を
感
じ
、

滞
在
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
す
ご
し
て
も
ら
う
交
流
人
口
が

定
住
人
口
に
結
び
着
く
町
に
す
る
策
を
伺
う
。

問
　
⑴
フ
ラ
ッ
と
訪
れ
た
方
の
満
足
感
を
満
た
す
の
は
、

「
食
う
」「
見
る
」「
み
や
げ
」と
思
う
が
。

答
　
町
長
　
町
の
地
域
資
源
や
町
民
と
の
交
流「
お
も
て

な
し
の
心
」を
通
し
て
、
再
び
訪
れ
た
く
な
る
活
動
が
重

要
だ
。

問
　
⑵
イ
ベ
ン
ト
に
追
わ
れ
課
本
来
の
事
業
、
吏
員
と
し

て
十
分
な
仕
事
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
観
光
協
会
を
再
度

立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

答
　
町
振
興
公
社
の
充
実
を
図
り
、
観
光
も
含
め
地
域
振

興
を
進
め
る
。

問
　
平
成
29
年
４
月
よ
り
幼
稚
園
は
、

統
合
さ
れ
一
幼
稚
園
に
な
る
。
次
は
、

小
学
校
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
不
安
で
あ
る
。

答
　
町
長
　「
少
子
化
が
進
み
、
複

式
学
級
が
生
じ
る
な
ど
、
適
正
な
規

模
が
維
持
で
き
な
い
場
合
は
、
教
育

効
果
と
効
率
的
運
営
か
ら
多
面
的
・

総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
」
と
教
育

委
員
会
決
議
が
平
成
22
年
３
月
に
さ

れ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
の
学
校
の
役
割
も
重
視
し

な
が
ら
、
存
続
さ
せ
て
い
く
。

　
す
べ
て
の
礎
と
な
る
の
が
人
口
で

あ
る
。
昨
年
10
月「
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
」
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
た
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

問
　
⑴
総
合
戦
略
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
町
長
　
予
算
計
上
し
た
関
連
事

業
に
取
り
組
む
。
次
年
度
以
降
も
特

定
財
源
確
保
に
努
め
、
戦
略
に
基
づ

き
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
⑵
現
在
、
年
間
平
均
１
６
０
名

が
減
っ
て
い
る
。
首
長
と
し
て
危
機

感
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
１

万
２
千
人
を
維
持
す
る
対
策
は
何
か
。

答
　
児
童
数
減
か
ら
も
危
機
感
は
あ

る
。
２
０
３
５
年
の
一
万
人
維
持
は
、

最
低
限
確
保
し
た
い
目
標
値
の
設
定

だ
。
施
策
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
将
来
展
望
を
上
回
る
よ
う

努
め
る
。

問
　
⑶
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
の
助
け
を
す
る「
世
話
や
き
人
」制

度
を
県
は
立
ち
上
げ
た
。
第
三
者
か

ら
見
た
助
け
は
確
か
な
支
え
だ
。
本

町
で
の
考
え
は
。

問
　
川
島
隆
太
先
生
の
特
別
授
業
を

実
施
し
た
こ
と
で
、
子
供
達
の
変
化
、

先
生
方
の
変
化
は
み
え
た
か
。
さ
ら

に
今
後
の
学
習
や
生
活
の
仕
方
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
期
待
す
る
の
か
。

取
り
組
み
継
続
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
教
育
長
　
特
別
授
業
に
お
い
て

は
、「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」

の
大
切
さ
や
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
過
ぎ
等
の
問

問
　
小
学
校
の
統
廃
合
に
い
た
ら
な

い
た
め
の
施
策
ま
た
対
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

若
者
定
住
促
進
や
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
支
援
な
ど
、「
町
総
合
戦
略
」や

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

等
に
お
い
て
打
ち
出
し
た
施
策
の
着

実
な
展
開
を
図
る
。
出
生
数
や
定
住

人
口
の
増
加
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。

答
　「
町
総
合
戦
略
」
の
マ
リ
ッ
ジ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
仲
人
事
業
）と
重

な
る
。
連
携
を
図
り
施
策
の
展
開
に

努
め
る
。

問
　
⑷
婚
活〝
も
も
コ
ン
〟
は
こ
れ

ま
で
５
回
開
催
し
、
６
組
の
カ
ッ
プ

ル
成
立
、
結
婚
へ
は
ゼ
ロ
、
効
果
の

あ
る
事
業
か
。

答
　
効
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
が
、

場
の
提
供
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
は
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
隣
接
町
と
連
携
し
広

域
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

題
点
を
科
学
的
な
指
摘
を
い
た
だ
い

た
。
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る
こ
と

で
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
実
践
を

進
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
町
内
小
・
中
学
校
教
員
を

仙
台
市
に
派
遣
し
て
、
先
進
的
な
授

業
実
践
に
つ
い
て
研
修
さ
せ
る
な
ど
、

健
康
的
な
生
活
習
慣
確
立
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
を
町
民
運
動
と
し
て
広

げ
て
い
く
。

基準推計と参考推計の総人口
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15,000
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― 人口ビジョン（初版）から ―
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

半 澤 　 高 議員

問
　
農
業
女
子
育
成
策
を
導
入
し
て
は

　
　
答
　
今
後
設
立
予
定
の
農
業
振
興
公
社
の
中
で
検
討
す
る

問
　
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は

　
　
答
　�

ま
ず
生
活
習
慣
の
徹
底
を
図
り
、
食
育
に
取
り
組
む

これも 質 問

新
庁
舎
建
設
計
画
は

　
広
く
町
民
の
意
見
を
き
き
進
め
る

　
熊
本
地
震
は
東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
た
私
達
に
と
っ
て
危
機
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次

の
点
を
伺
う
。

問
　
⑴
宇
土
市
役
所
な
ど
地
震
に
よ

り
使
用
不
能
と
な
っ
た
。
本
町
役
場

庁
舎
が
使
用
不
能
の
場
合
は
。

答
　
町
長
　
町
地
域
防
災
計
画（
平

成
26
年
３
月
見
直
し
）
で
は
、
災
害

対
策
本
部
に
つ
い
て
は
、
役
場
本
庁

舎
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
や

す
ら
ぎ
園
に
設
置
す
る
。
今
後
、
イ

コ
ー
ゼ
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
中

で
あ
る
。

問
　
⑵
町
役
場
新
庁
舎
建
設
に
関
し

て
、
今
後
の
進
め
方
の
考
え
は
。

答
　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
庁

内
中
堅
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
の
内
部
検
討
に
着
手
し
た
。

今
後
広
く
町
民
の
意
見
を
き
き
な
が

ら
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
現

段
階
で
新
庁
舎
の
完
成
・
開
庁
時
期

を
明
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
に
１
年
、

測
量
・
地
質
地
盤
調
査
・
実
施
設
計

等
に
１
年
、
本
庁
舎
建
設
・
外
構
工

事
等
で
２
年
程
度
の
期
間
を
要
す
る

と
考
え
て
い
る
。

　「
地
方
創
生
」の
今
後
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
⑴
30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
に
関
し
て
の
総
括
は
。

答
　
町
長
　
ま
だ
総
括
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
本
事
業
は
商
工
会
が
主
体

で
あ
る
。
販
売
実
績
に
つ
い
て
は
一

般
分
５
，
３
０
０
セ
ッ
ト（
６
，
８

９
０
万
円
）、
多
子
世
帯
分
７
４
９

セ
ッ
ト（
１
，
１
２
３
万
５
千
円
）、

地
元
商
店
等
小
中
型
店
で
の
利
用
は

49
・
４
％
で
あ
っ
た
。

問
　
⑵「
空
き
店
舗
活
用
事
業
」の
進

捗
状
況
は
。

答
　
商
工
会
に
委
託
し
、
起
業
に
向

け
た
環
境
整
備
の
検
討
を
進
め
る
。

問
　
⑶「
桑
折
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事

業
」の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　「
献
上
桃
の
郷
」商
標
の
活
用
を

は
じ
め
と
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
６
次
化
産
品
の
開

発
な
ど「
桑
折
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
事

業
」を
強
力
に
推
進
し
、知
名
度
ア
ッ

プ
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

羽根田八千代 議員

総合管理計画に基づく役場庁舎は
　災害対策活動の拠点として新庁舎を

防
災
は
、
国
見
町
・
伊
達
市
と
連
携
を

　
情
報
連
絡
・
避
難
協
力
体
制
を
確
認
中

「
桑
折
ブ
ラ
ン
ド
事
業
」の
展
開
は

　
知
名
度
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
り
た
い

　
人
口
減
少
お
よ
び
高
齢
化
に
伴
っ

て
自
治
体
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
中
、
公
共

施
設
の
総
量
圧
縮
や
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
等
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

ふ
く
め
て
、
自
治
体
経
営
を
ど
う
展

開
し
て
い
く
べ
き
か
が
重
要
な
課
題

だ
。
そ
こ
で
、
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
⑴
築
59
年
の
役
場
の
現
況
は
。

答
　
町
長
　
耐
震
診
断
で
大
震
災
時

に
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
。

問
　
⑵
新
庁
舎
建
設
の
真
意
は
。

答
　
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
、
災
害
対

策
活
動
の
拠
点
と
し
て
災
害
時
機
能

不
全
に
陥
ら
ぬ
よ
う
建
設
を
判
断
。

問
　
⑶
財
源
等
の
裏
付
け
は
。

答
　
庁
舎
建
設
基
金（
28
年
度
末
見

問
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
徹
底

を
図
る
た
め
、
各
地
で
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。
4
地
区
の
異
な
る
環
境

の
中
で
も
、
半
　
田
地
区
は
国
見
と

の
連
携
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
と

こ
ろ
昨
年
は
、
避
難
場
所
を
国
見
へ

と
訓
練
し
た
経
過
が
あ
る
。
し
か
し
、

睦
合
地
区
に
あ
っ
て
は
伊
達
市
と
の

連
携
が
必
要
と
い
う
意
見
が
で
て
い

る
。
こ
の
件
を
掌
握
し
て
い
る
か
、

ま
た
今
後
の
対
応
策
等
は
。

答
　
町
長
　
27
年
度
策
定
し
た
半
田

沼
、
藤
倉
ダ
ム
の
決
壊
を
想
定
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
被
害
が
行

政
区
域
を
越
え
、
伊
達
市
、
国
見
町

に
も
及
ぶ
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の

た
め
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
は
、
伊

達
市
、
国
見
町
と
協
議
し
情
報
連
絡

体
制
や
行
政
区
を
超
え
て
避
難
で
き

る
協
力
体
制
を
確
認
し
て
い
る
。

― 町民の意見を聞きながら ―

― 防災の拠点も兼ねて ―

込
み
10
億
円
）
と
町
債
発
行
予
定
。

国
等
に
助
成
措
置
等
要
望
。

問
　
⑷
今
年
度
は
、
復
興
こ
お
り
創

造
プ
ラ
ン
の
見
直
し
年
度
だ
。
次
期

計
画
に
は
検
討
計
画
を
よ
り
具
体
的

に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

必
須
と
さ
れ
る
建
設
検
討
会
議
・
審

議
委
員
会
等
の
考
え
は
。

答
　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
に

一
年
、
測
量
等
・
実
施
計
画
等
に
一

年
、
建
設
・
外
構
工
事
に
二
年
程
度

要
す
る
。
そ
の
過
程
で
審
議
す
る
。



議会だより――議会だより13 12 

「安保法制と立憲主義破壊問題の態度」は
国民的議論が必要と認識

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

岩 﨑 久 男 議員

― 余剰源泉、活かせ ―

就学援助認定基準の見直しを
速やかに見直しして対処

毎
分
20
㍑
の
余
剰
源
泉
の
活
用
を

　
う
ぶ
か
の
郷
へ
の
利
用
は
考
え
て
な
い

開
発
可
能
な
対
象
区
域
は

　
下
成
田
、
田
町
、
桐
ヶ
窪
地
区
現
時
点
で
は

問
　
う
ぶ
か
の
郷
源
泉
枯
渇
対
策
の

た
め
の
、
大
か
や
園
源
泉
湧
出
量
調

査
結
果
が
出
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

毎
分
20
リ
ッ
タ
ー
程
度
の
余
剰
水
が

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
う
ぶ
か
の

郷
源
泉
枯
渇
対
策
と
し
て
有
効
な
温

泉
源
で
あ
る
。
う
ぶ
か
の
郷
源
泉
は

地
下
５
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
35
メ
ー
ト
ル

程
度
の
落
差
し
か
な
い
う
ぶ
か
の
郷

に
、
こ
れ
を
利
用
す
べ
き
だ
と
お
も

う
が
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
保
健
所
の
調
査
結
果
に

よ
れ
ば「
理
論
的
に
は
自
然
流
下
に

よ
り
、
毎
分
20
リ
ッ
タ
ー
あ
れ
ば
他

の
施
設
で
の
利
用
は
可
能
と
な
る
が
、

う
ぶ
か
の
郷
へ
の
供
給
に
は
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
り
、
２
施
設
で

利
用
す
る
と
な
れ
ば
源
泉
槽
が
小
さ

く
、
更
に
は
源
泉
付
近
の
整
備
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
問
題
が
懸
念
さ
れ

る
。」と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
大
か
や

園
へ
の
利
用
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
　
⑴
地
方
自
治
体
の
長
と
し
て
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
民
主
主
義
、

平
和
主
義
に
基
づ
く
立
憲
主
義
の
立

場
に
立
ち
、
今
年
３
月
に
施
行
さ
れ

た
安
保
法
制（
戦
争
法
）を
廃
止
す
べ

き
と
の
立
場
に
立
つ
べ
き
と
考
え
る

が
。

答
　
町
長
　
安
保
法
制
に
つ
い
て
は

町
と
し
て
、
災
害
は
勿
論
ど
の
よ
う

な
事
態
に
あ
っ
て
も
町
民
の
安
全
を

守
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。
可
能

な
限
り
的
確
な
対
応
や
措
置
を
と
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問
　
⑵
大
災
害
を
理
由
と
し
た
事
実

上
の「
戒
厳
令
」
と
な
る
。「
緊
急
事

態
条
項
」
を
盛
り
込
む
明
文
改
憲
を

行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

問
　
子
ど
も
貧
困
対
策
法
に
基
づ
く

施
策
の
推
進
が
、
市
町
村
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
か
伺
う
。
ま
た
就
学
援
助
制

度
の
認
定
に
際
し
、「
前
年
度
収
入

額
基
準
」
か
ら「
同
所
得
額
基
準
」
に

改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
本
町
と
し
て
は
、
学
力

向
上
の
た
め
の
桑
折
学
習
塾
の
開
催

や
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事

業
に
よ
る
親
へ
の
医
療
費
助
成
、
就

学
遺
児
と
し
て
の
図
書
券
配
布
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
扶

養
手
当
や
生
活
困
窮
者
自
立
の
た
め

の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

就
学
援
助
及
び
教
育
扶
助
等
を
実
施

し
、
子
供
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
就
学
援
助
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、

ご
指
摘
の
通
り
な
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
収
入
額
を
基
準
と
し
た
や
り
方
か

ら
、
所
得
額
基
準
へ
改
め
る
よ
う
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
小
学
校
は
近
い
将
来
は
統
廃
合

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、※
都
市
計

画
法
第
34
条
11
号
の
規
定
に
基
づ
く

市
街
化
調
整
区
域
内
の
開
発
を
具
体

的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
伊
達
崎
、

睦
合
、
半
田
地
区
に
お
い
て
調
整
区

域
の
対
象
区
域
を
示
さ
れ
た
い
。

明
確
に
反
対
を
表
明
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

答
　
有
事
に
権
力
を
集
中
さ
せ
、
基

本
的
人
権
の
制
限
等
を
盛
り
込
む
な

ど
、
憲
法
で
規
定
す
る
必
要
性
、
内

容
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
か
つ
充
分
な

国
民
的
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
⑶
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業
も

３
年
目
を
迎
え
評
価
し
て
い
る
。
憲

法
制
定
か
ら
69
年
、
憲
法
を
暮
ら
し

と
町
政
に
生
か
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
町
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
基

本
姿
勢
で
あ
る
平
和
憲
法
の
理
念
を

町
政
の
場
に
生
か
す
と
い
う
方
針
は
、

揺
る
ぐ
こ
と
な
く
私
の
政
治
理
念
と

し
て
堅
持
し
て
い
く
。

答
　
町
長
　
対
象
区
域
は
、
下
成
田
、

田
町
、
桐
ヶ
窪
地
区
が
要
件
を
満
た

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
人
口
減

少
問
題
及
び
、
各
地
区
小
学
校
の
存

続
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
も
周
知
に
努
め
て
い
く
。

齋 藤 松 夫 議員

問
　
営
業
損
害
の
打
ち
切
り
や
め
よ

　
　
答
　
損
害
が
生
じ
て
い
る
限
り
、
賠
償
す
べ
き

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
即
時
撤
退
を
す
べ
き
で
は

　
　
答
　�

国
内
対
策
は
十
分
な
説
明
を
求
め
た

これも 質 問

問
　
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵
の
全
線
設
置
へ
の
考
え
は

　
　
答
　
議
会
決
議
を
受
け
、
一
刻
も
早
く
完
了
で
き
る
よ
う
対
処
す
る

問
　
福
島
県
の
歴
史
の
始
ま
り
で
も
あ
る
桑
折
・
平
林
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
を

　
　
答
　�

機
会
を
と
ら
え
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

問
　
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　
答
　
国
指
針
に
よ
り
第
24
半
期
に
着
手

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
検
討
中

これも 質 問

― 海外派兵は許されない ―

※
都
市
計
画
法
34
条
11
号
と
は

平
成
12
年
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
一

定
の
条
件
の
下
で
、
農
家
以
外
の
人
が
、
市

街
化
調
整
区
域
に
、
住
宅
を
建
て
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
法
。
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一 般 質 問 　

計画的なバリアフリー化の推進を
　関連法等に基づき施設整備を図る

― 手すりもほしい ―

会
計
検
査
院
へ
の
対
応
は
大
丈
夫
か

　
除
去
土
壌
等
を
搬
入
、
必
要
時
に
実
施

　
未
だ
仮
置
場
と
し
て
供
用
さ
れ
て

い
な
い
大
割
東
仮
置
き
場
は

問
　
⑴
県
か
ら
指
導
を
受
け
た
追
加

調
査
を
い
つ
ま
で
に
完
了
す
る
の
か
。

答
　
町
長
　
搬
入
の
必
要
が
生
じ
た

場
合
に
追
加
調
査
を
実
施
す
る
。

問
　
⑵
こ
れ
ま
で
設
置
に
要
し
た
工

事
費
用
は
い
く
ら
か
。
又
追
加
調
査

費
用
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
等
に
関
し

て問
　
⑴
障
が
い
者
差
別
解
消
法
が
本

年
４
月
施
行
さ
れ
た
が
、
町
民
等
へ

の
周
知
策
・
定
期
的
な
周
知
の
考
え

は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
趣
旨
や
詳
細
に
つ
い
て

内
容
を
把
握
し
て
、
広
報
等
に
よ
り

周
知
す
る
。

問
　
⑵
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
推
進
計
画
を
策
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。
又
関
連
法
の
遵
守
を
担

保
し
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
職
員
研
修
を
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
健
常
者

答
　
要
し
た
費
用
は
総
額
で
約
６
千

３
百
万
円
。
追
加
調
査
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
の
費
用
は
除
染
対
策
事
業

交
付
金
で
対
応
す
る
。

問
　
⑶
供
用
開
始
前
に
向
川
原
住
民

等
へ
の
充
分
な
説
明
を
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
使
用
の
際
は
向
川
原
住
民
等
へ

説
明
し
理
解
を
求
め
て
い
く
。

視
点
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
点
が
多
々

存
在
す
る
た
め
、
身
障
者
・
高
齢
者

の
立
場
に
立
っ
た
対
応
を
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
特
に
ト
イ
レ
、

手
す
り
等
。

答
　
関
連
法
等
に
基
づ
き
よ
り
快
適

で
利
用
し
や
す
い
施
設
整
備
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
差
別
解
消
法
の
職
員

対
応
要
領
を
早
期
作
成
し
、
障
が
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
手
引
き
を
活
用
し

た
職
員
研
修
を
実
施
す
る
と
共
に
関

連
法
等
に
基
づ
き
、
身
障
者
・
高
齢

者
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

斉 藤 　 謙 議員

問
　
公
社
分
の
借
入
補
填
は
債
務
保
証
で
な
い
か

　
　
答
　
確
認
の
結
果
、
損
失
補
償
で
は
な
く
債
務
保
証

問
　
自
主
財
源
確
保
策
は
地
方
税
徴
収
率
等
課
題

　
　
答
　
滞
納
者
へ
は
各
種
財
産
調
査
等
を
実
施

これも 質 問
　
本
委
員
会
は
、
継
続
し
て
地
域
産

業
活
性
化
の
た
め「
本
町
の
産
業
振

興
策
」
に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民

の
安
全
な
生
活
環
境
確
保
の
た
め

「
道
水
路
等
の
整
備
状
況
と
計
画
」に

つ
い
て
、
新
た
に
所
管
事
務
調
査
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
道
水
路
等
の
関
連
事
業

の
内
容
で
あ
り
、
６
月
24
日
に
現
地

で
、
陳
情
者
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
２
件
の
陳

情
に
対
し
て
は「
採
択
」と
し
た
。

　
継
続
調
査
と
し
た
請
願
１
件
に
つ

◇
陳
情
審
査

　
３
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
し
た

陳
情
２
件
に
つ
い
て
、
今
定
例
会
に

お
い
て
審
査
結
果
の
報
告
を
行
っ
た
。

陳
情
第
４
号

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
・
拡
充

と
教
育
費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

〔
審
査
の
結
果
〕

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　
尚
、
財
源
確
保
が
難
し
い
と
の
理

由
か
ら
、
趣
旨
採
択
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。

陳
情
第
５
号

未
来
の
有
権
者
の
た
め
の
、
模
擬
投

票
所
設
置
に
関
す
る
陳
情

〔
審
査
の
結
果
〕

趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

政
に
努
め
ら
れ
た
い
。
併
せ
て
、
経

常
収
支
比
率
の
数
値
目
標
と
達
成
方

策
を
明
確
に
し
、
取
り
組
ま
れ
た
い
。

１
．
調
査
事
件

　
原
発
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
請
求

に
つ
い
て

２
．
調
査
目
的

　
完
全
賠
償
の
た
め

３
．
調
査
経
過（
略
）

４
．
調
査
結
果

　
損
害
賠
償
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
要

求
書
の
提
出
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
申
立
、

直
接
請
求
等
を
行
っ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
職
員
人
権
費
を
含
む
一

般
会
計
請
求
に
関
し
て
は
い
ま
だ
完

全
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
な
が

ら
損
害
賠
償
完
全
実
施
に
向
け
全
県

的
対
応
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
な
お
、
児
童
生
徒
の
学
力
と
体
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の「
児
童
生
徒

の
学
力
・
体
力
に
つ
い
て
」
の
調
査

は
、
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
、

新
た
に
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
の

「
財
産
の
管
理
に
つ
い
て
」の
調
査
を

追
加
し
ま
し
た
。

い
て
は
、
新
た
に
情
報
の
収
集
や
調

査
を
行
い
、
次
回
定
例
会
で
審
査
結

果
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

総

務

文

教

常

任

委

員

会

委
員
長
　
原
　
　
　
賢
　
志

産

業

厚

生

常

任

委

員

会

委
員
長
　
佐
　
藤
　
武
　
朗

委
員
会
報
告

　「奨学金」利用者は年々増加し、現在、大学
生の２人に１人が何らかの奨学金を利用してい
る。その背景は、１つに、大学の授業料の値上げ
が繰り返され、我が国の学費は世界で最も高い水
準になっている。２つに、経済の悪化や雇用制度
の変化に伴い、非正規労働者が勤労者の４割とな
り、親の経済力の低下に伴い、奨学金に頼らなけ
れば大学に進学できない学生が多数を占めるよう
になっている。
　一方、卒業しても不安定雇用や低賃金により、
返済に苦しむ若者が増加しており、延滞者は 33
万人に及んでいる。はじめから「安定した収入を
得て返済する」という制度の前提が今では大きく
崩れていると言わざるを得ない。
　ＯＥＣＤ加盟国 34 カ国のうち半数近くの国は
大学の授業料は無償で、32 カ国に公的な奨学金
制度がある。大学の授業料が有償で、国による給
付型奨学金制度がないのは日本だけである。
　持続可能な社会のために世代を超えて若者を社
会全体で支援し、少子・高齢化、人口減少に歯止
めをかける上で極めて重要な課題となっている。
　よって、本議会は、国に対して給付型奨学金制
度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求める次の
事項について強く要望する。

　１　�国として、速やかに新たな制度運営を前提
とした大学等における給付型奨学金制度を
導入し、併せて高等学校等を含めて拡充を
図ること。

　２　�現在の貸与型奨学金制度の改善を図ること。
　３　�大学等の学費の引き下げや授業料減免の拡

充を図ること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書
を提出する。

　平成 28 年６月 21 日

福島県伊達郡桑折町議会　

衆 議 院 議 長　殿　参 議 院 議 長　殿
内閣総理大臣　殿　財 務 大 臣　殿
文部科学大臣　殿　厚生労働大臣　殿

給付型奨学金制度の導入・拡充と
教育費負担の軽減を求める意見書 意

見
書

　
当
委
員
会
は
、
改
選
後
に
行
っ
て

き
た
所
管
事
務
調
査
３
点
の
う
ち
次

の
２
点
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

・�

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
の
「
財

政
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
」

・�

完
全
賠
償
の
た
め
の
「
原
発
事
故

に
係
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
」

　
調
査
報
告

１
．
調
査
事
件

　
財
政
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

２
．
調
査
目
的

　
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め

３
．
調
査
経
過（
略
）

４
．
調
査
結
果

　
本
町
の
財
政
状
況
は
、
実
質
収
支

に
お
い
て
黒
字
を
維
持
し
て
い
る
も

の
の
、
実
質
単
年
度
収
支
は
３
期
連

続
で
赤
字
で
あ
る
。
経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て
は
、
上
昇
傾
向
に
あ
り
財

政
の
硬
直
化
が
一
段
と
進
ん
で
お
り

こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。

　
今
後
も
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
繰
出
金
等
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
の

選
択
と
集
中
に
よ
り
持
続
可
能
な
財
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戦
争
は
誰
し
も
が
望
み
ま
せ
ん
、

私
も
戦
争
は
反
対
で
す
。
戦
争
の
な

い
平
和
な
国
・
世
界
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
、
冷
戦
時
代
と
違
い
、

刻
々
と
世
界
の
情
勢
が
変
化
し
て
お

り
、
極
め
て
不
安
定
さ
が
増
す
時
代

と
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日

本
だ
け
で
自
国
を
守
る
こ
と
が
本
当

に
可
能
で
し
ょ
う
か
、
如
何
に
日
本

を
守
る
か
の
法
整
備
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
自
衛
隊
や
防
衛
に
か
か
る
費

用
は
、
国
と
国
民
の
命
を
守
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
戦
争
を
す

る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
平
和
を

守
り
戦
争
を
抑
止
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
安
全
保
障

関
連
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
は
反
対
で
あ
る
。

　
昨
年
９
月
19
日
、
安
保
法
制
は
、

強
行
可
決
さ
れ
た
が
、
日
本
国
憲
法

に
真
っ
向
か
ら
背
く
違
憲
立
法
で
あ

る
。
憲
法
９
条
を
蹂
躍
し
て
自
衛
隊

の
海
外
で
の
武
力
行
使
に
道
を
開
く

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
平
和

と
国
民
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う

な
法
律
を
一
刻
た
り
と
も
放
置
す
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
圧
倒
的
多

数
の
憲
法
学
者
、
歴
代
の
内
閣
法
制

局
長
官
、
元
最
高
裁
判
官
長
官
を
含

む
広
範
な
人
々
か
ら
憲
法
違
反
と
言

う
声
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
日
本
を

再
び「
殺
し
殺
さ
れ
る
国
」に
し
て
は

な
ら
な
い
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
安
保
法
制
を
廃
止
し
、
立
憲
主
義

を
と
り
戻
す
こ
と
で
あ
り
賛
成
討
論

と
す
る
。

賛
成
４
、
反
対
６
で
否
決

書
を
全
会
一
致
で
提
出
し
て
い
る
。
そ

の
こ
と
の
思
い
は「
安
全
保
障
関
連

法
」が
成
立
し
た
と
し
て
も
昨
年
提
出

の
主
旨
は
、
今
で
も
自
分
と
し
て
は

大
き
な
決
意
で
あ
る
こ
と
か
ら「
安
全

保
障
関
連
法
」の
廃
止
を
求
め
る
意
見

に
賛
成
す
る
。

　
平
成
27
年
６
月
20
日
提
出
の「
集
団

的
自
衛
権
」行
使
を
具
体
化
す
る「
安

全
保
障
関
連
法
案
」に
反
対
す
る
意
見

１　国として、東京電力の事実隠蔽事案の徹底究明を図ること。

２　�今後も続く廃炉作業の途上において、同じような事実隠蔽等がな

いよう、再発防止に関し東京電力に対し徹底して指導すること。

佐

藤

武

朗

議員

反対

渡

邉

英

直

議員

賛成

岩

﨑

久

男

議員

賛成

討 

論 反
対
多
数
で
否
決

　
　「
安
全
保
障
関
連
法
」の
廃
止
を
求
め
る
意
見

　
今
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
多

く
の
局
面
を
迎
え
混
迷
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
重
く
受
け
止
め
、
喫
緊
の

日
本
の
課
題
が
単
な
る
抑
止
の
み
で

は
な
く
、
各
国
の
情
勢
に
巻
き
込
ま

れ
る
事
の
な
い
た
め
の
抑
止
力
で
も

あ
り
、
自
主
防
衛
力
の
強
化
は
日
本

の
外
交
力
に
も
繋
が
る
。

　
私
た
ち
国
民
は
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
国
、
世
界
を
願
っ
て
い
る
事
は

か
わ
ら
な
い
。
ど
れ
だ
け
抑
止
力
を

引
き
出
せ
る
か
は
、
周
辺
諸
国
と
の

関
係
を
見
極
め
て
行
わ
れ
る
今
後
の

法
整
備
や
周
辺
国
と
の
関
係
や
、
新

た
な
関
係
の
構
築
等
に
も
か
か
っ
て

く
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
よ
っ
て
、
熟
慮
の
結
果
、
集
団
的

自
衛
権
の
抑
止
効
果
に
期
待
し
反
対

を
表
明
す
る
。

羽
根
田
八
千
代

議員

反対

　去る６月 16 日、東京電力が設置した第三

者委員会は、福島第一原子力発電所の事故直

後に『炉心溶融』が起きていたにもかかわら

ず、当時の清水正孝社長が「炉心溶融という

言葉を使うな」と指示し、『炉心損傷』と説

明していたとする報告書を提出した。

　本事案は、『隠蔽』そのものであり、懸命

に復興を成し遂げようとしている我々桑折町

民さらには福島県民の感情を大きく逆なです

るもので極めて遺憾である。また、一刻を争

う重大局面に、東京電力上層部はどの程度の

危機感を持って臨んでいたものなのか甚だ疑

問であると言わざるを得ない。

　よって、ここに強く抗議するとともに、再

検証による真相の徹底究明と再発防止を求め

るものである。

　以上、決議する。

　平成 28 年６月 27 日

桑　折　町　議　会

東電へ
抗議東京電力の事実隠蔽事案の

　　  徹底究明を求める決議

政府に対しても同内容の決議文を提出

　東京電力による炉心溶融隠
いん

蔽
ぺい

問題を受け、真相の究明を

求める決議文を全会一致で可決。

　責任の所在をあいまいにしたままでの幕引きを我々は許

さない。

　東日本大震災から５年が経過しました。平成 23 年度

に創設された「被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金」

は、「被災児童生徒就学支援等事業交付金」となり２年

目を迎えました。被災した子どもたちには、学校で学ぶ

ための極めて有効な支援事業として機能しています。

　交付金での事業を受けている子どもの数は全国で、平

成 23 年度 67,639 人、平成 24 年 57,948 人、平成 25

年度 52,287 人、平成 26 年度 47,463 人となっており、

学校現場からも事業の継続を強く望む声が届いています。

　政府の基本計画により、被災地に対する「集中復興期

間」は平成 27 年度で終了し、平成 28 年度からは「復興・

再生期間」となりました。

　平成 28 年３月 11 日に閣議決定された、『「復興・創

生期間」における東日本大震災からの復興の基本方針』

の「具体的な取組」の中にも「被災した子どもが安心し

て学ぶことができる教育環境の確保に取り組む」とあり

ます。

　福島県内外で避難生活を送る子どもたちには、これか

らも経済的な支援を必要とする子どもたちがたくさんい

ます。

「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就学支援を要請する意見書

　また福島県だけでなく、宮城県、岩手県など広範囲の

被災地でも、被災した多くの子どもの就学支援が行われ

ています。「被災児童生徒就学支援等事業交付金」によ

る就学支援は非常に重要であり、平成 29 年度以降も「被

災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就学支

援に必要な財政措置を行い、被災した子どもたちに継続

した就学支援事業を実施できるようにする必要がありま

す。

　このような理由から、下記の事項の実現について、地

方自治法第 99 条にもとづき、意見書を提出します。

　１　�東日本大震災によって経済的に困窮している家庭

の子どもたちの就学・修学を保障するため、平成

29 年度以降も全額国費で支援する「被災児童生

徒就学支援等事業交付金」による十分な就学支援

に必要な予算確保を行うこと。

　平成 28 年６月 27 日

福島県伊達郡桑折町議会　

復興大臣　殿　　　　文部科学大臣　殿

総務大臣　殿　　　　財務大臣　殿

意
見
書

　
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
提
出
。
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執
行
役
員
支
店
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
収
一

同
　
　
　
　
意

　
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
た
。

○：賛成　●：反対　　　　：討論者　欠：欠席

渡
邉
英
直

岩
﨑
久
男

佐
藤
武
朗

斉
藤
　
謙

齋
藤
松
夫

佐
藤
榮
三

川
名
静
子

原
　
賢
志

半
澤
　
高

羽
根
田
八
千
代

片
平
秀
雄

第３回臨時会

議案第 37 号 桑折町立醸芳幼稚園増築工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

同意第２号 桑折町固定資産評価員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議第２号 有害鳥獣対策（侵入防止柵設置）に関する決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第４回定例会

発委第４号 給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 38 号 桑折町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 39 号 桑折町振興計画審議会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 40 号 桑折町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 41 号 桑折町税特別措置条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 42 号 東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税及び国民健康保険税の減免に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 43 号 桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 44 号 桑折町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 45 号 東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 46 号 平成 28 年度桑折町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議案第 47 号 平成 28 年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ −

同意第３号 桑折町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発委第５号 「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による就学支援事業の継続を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議第３号 東京電力の事実隠蔽事案の徹底究明を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議第４号 「安全保障関連法」の廃止を求める意見書 （案） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● −

発議第５号 東京電力の事実隠蔽事案の徹底究明を求める決議 （案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名

議　案　項　目

町民に読まれる広報紙へ
郡山市ビッグパレットふくしま

　平成28年度の研修では、議会広報サポーターの芳野政

明氏を講師に迎え、「住民に読まれる　議会活動が伝わる

議会広報の基本と編集技術」と題して開催されました。講

演後県内８町村から「議会だより」のクリニックを行った。

各議会公報の優れたところや改善点を確認・共有し、今後

の編集活動に活かす内容であった。

　この研修を活かし、より多くの町民の皆様に読んでいた

だける議会活動が伝わる「議会だより」を目指してまいりま

す。

　
工
事
請
負
契
約
１
件
、
同
意
１
件
、

発
議
１
件
が
提
出
さ
れ
原
案
通
り
可

決
し
た
。工

事
請
負
契
約

◇
町
立
醸
芳
幼
稚
園
増
築
工
事

・
契
約
金
額

３
億
８
，
８
２
６
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
２
，
８
７
６
万
円
）

臨
時
会

・
契
約
の
方
法

　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

・
契
約
の
相
手
方

　
住
所
　�

伊
達
市
梁
川
町
字
東
土
橋

15
番
地
の
１

　
氏
名
　
佐
藤
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
伊
達
支
店

　
農
業
被
害
防
止
の
み
な
ら
ず
、
地
区
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
う
え
か
ら
も
、
町
主
導
で
一
日

も
早
く
全
線
設
置
す
る
よ
り
町
へ
働
き
か
け
る
た
め
全
会
一
致
で
提
出
。

第
３
回
、６
／
７（
火
）

　本議会は、深刻化するイノシシ被害対策のため、
滋賀県大津市・米原市の有害鳥獣侵入防止柵設置
状況を視察し（平成 26 年 11 月）、町当局に対し
こうした先進事例に学び対策を強めることを求め
てきた。
　町当局はこれにこたえ、昨年度、侵入防止柵設
置のモデル地区を設定、上成田地区において実行
に移された。その効果は大きく、多くのところで
侵入防止柵設置の気運が盛り上がり、同時に、そ
のための諸課題解決への要望も高まっている。
　また、本町における侵入防止柵の設置は、農業
被害防止にとどまらず、有害鳥獣から地域の生活
環境を守るという側面も有する重要な事業である。
　よって、この事業が円滑かつ速やかに進められ
るよう下記事項を提言する。

記

１�、有害鳥獣侵入防止柵の「平成 28 年度中全線
設置方針」を確固たるものとして確立されたい。
そのため、可及的すみやかに町単事業としての
予算を編成し、かつ実施方針を樹立されたい。

２�、工事の施工は、山間部に接する関係集落にの
み過大な負担を負わせることのないよう、半田・
睦合地区住民をはじめ、広く町民全体に協力を
呼びかける方向で対処されたい。危険箇所はも
ちろん、できる限り町の直接施工区域の拡大に
も努められたい。

３�、本事業の推進にあたっては、町がおおいにリー
ダーシップを発揮して進めるよう対処されたい。

　以上、決議する。

　平成 28 年６月７日
桑　折　町　議　会

有害鳥獣対策（侵入防止柵設置）に

関する決議 決
議

　
住
所
　
桑
島
三
34
番
地
の
５

　
氏
名
　
八
巻
　
靖
之

昭
和
41
年
６
月
22
日
生

研修
5/20

9月定例会のお知らせ
開催時期

  9 月中旬頃
主な議案

  27 年度決算の審査
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議会基本条例に基づき

開催

　今年度の議会報告及び町民の皆さまとの

意見交換会を開催しましたところ、夜間に

もかかわらず、多数おいでいただきました。

頂戴しました御意見等は、今後の議会・議

員活動の中で活かしていきます。

　ありがとうございました。

町
内
会
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
要
望
の
一
部
抜
粋
で
す

意見交換会
◎開催日、会場

　４月27日
	 桑折公民館

	 睦合ふれあい会館

　
　　28日

	 伊達崎公民館

	 半田コミュニティセンター

※いただいた御意見の一部です。

皆様よりいただいたご意見・要望の一部抜粋です

町
内
会
名

ご
意
見
・
要
望

道
林
町
内
会

・�

昨
年
７
月
に
発
売
し
た
「
桑
折
町
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
は
第
1
次
販
売
も
２
次
販
売
も

即
売
切
れ
だ
っ
た
。
町
は
商
工
会
に
丸
投
げ
。
抽
選
で
落
ち
た
の
な
ら
仕
方
な
い
が
公
平
さ
が
無

い
。
監
視
す
る
の
が
議
会
と
思
う
が
。

・�

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
問
題
に
つ
い
て
議
会
は
町
の
取
組
み
に
対
し
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
。

・��

超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
増
進
対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
町
の
取
組
み
に
議
会
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

・�

第
９
回
伊
達
郡
議
員
大
会
で
桑
折
町
議
会
提
出
の
「
伊
達
崎
橋
の
歩
道
設
置
要
望
」
の
経
過
は
。

大
畑
町
内
会

・�

桑
折
町
の
少
子
高
齢
化
対
策
と
人
口
流
出
対
策
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

・�

幼
稚
園
・
小
学
校
の
合
併
の
話
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
対
応
方
法
は
。

・�

緊
急
時
の
町
民
へ
の
周
知
方
法
と
し
て
一
斉
放
送
設
備
を
考
え
て
ほ
し
い
。
以
前
、
家
の
密
閉
化
や

近
所
迷
惑
等
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
緊
急
時
に
は
あ
り
え
な
い
。
是
非
町
へ
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

下
成
田
町
内
会

・�

東
北
中
央
自
動
車
道
の
整
備
に
伴
い
周
辺
部
の
新
た
な
土
地
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
市
街
化
調
整
区

域
を
解
除
し
一
般
商
業
地
・
流
通
業
務
地
の
配
置
等
の
積
極
的
な
取
組
み
の
推
進
。

下
万
正
寺
町
内
会

・�

町
の
人
口
減
少
対
策
は

・�

い
つ
も
無
投
票
当
選
す
る
町
議
は
12
人
で
も
多
い
の
で
は
。

内
之
馬
場
町
内
会

・�

う
ぶ
か
の
郷
の
温
泉
は
現
在
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

・�

専
業
農
家
は
65
歳
以
上
だ
。
土
地
の
賃
貸
方
法
は
。
農
業
後
継
者
問
題
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

御
免
町
町
内
会

・�
町
道
4
1
9
6
・
4
1
9
4
号
（
志
田
ﾉ
内
線
）
は
地
権
者
の
同
意
得
ら
れ
、
拡
幅
設
計
変
更
図
面

も
あ
る
。
早
急
に
着
工
出
来
る
よ
う
議
員
に
お
願
い
す
る
。

・�

町
道
4
1
9
6
・
4
1
9
4
号
は
、
昔
半
田
銀
山
掘
り
出
し
の
運
搬
道
で
も
あ
り
、
五
代
友
厚
が
取

組
ん
だ
所
。
道
を
整
備
し
町
観
光
へ
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

下
高
屋
町
内
会

・�

行
政
連
絡
員
報
酬
及
び
報
償
費
の
条
例
制
定
の
経
緯
は
。

・�

行
政
連
絡
員
の
報
償
費
の
見
直
し
を
議
会
で
検
討
を
。

（
特
に
行
政
連
絡
員
代
理
（
副
会
長
）
手
当
の
見
直
し
）

坂
下
町
内
会

・�

水
洗
ト
イ
レ
実
現
の
た
め
、
是
非
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
桑
折
地
区
　
11
名
出
席

・
通
年
議
会
取
組
の
課
題
は
。

・
全
議
員
が
揃
っ
て
報
告
会
を
す
べ
き
だ
。

・
紫
波
町
議
会
視
察
か
ら
本
町
で
公
民
連
携
を
生
か
せ
る
の
か
。

・
町
財
政
広
報
を
配
ら
れ
て
も
読
み
取
れ
な
い
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
は
増
え
て
い
る
の
か
。

・�

こ
の
会
の
目
的
が
わ
か
ら
な
い
。
報
告
の
内
容
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
か
ら
や
る
の
か
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
や
る
の
か
。
日
常
の
活
動
で
町
民
に
知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

・�

５
年
も
過
ぎ
る
と
震
災
の
事
が
遠
の
い
て
来
て
い
る
。
議
員
は
我
々
の
話
を
吸
い
上
げ
て
く

れ
て
い
る
の
か
。
実
行
し
て
く
れ
る
か
だ
。

・�

議
会
は
震
災
の
総
括
を
し
た
の
か
。
５
年
も
経
つ
の
に
総
括
を
し
て
な
い
の
は
驚
き
だ
。
ま

た
、
自
治
協
議
会
の
サ
ポ
ー
ト
職
員
を
な
く
す
や
に
聞
い
て
い
る
。
防
災
訓
練
の
あ
り
方
の

検
討
も
。

・�

生
涯
学
習
基
本
計
画
は
で
き
た
が
、
中
央
公
民
館
長
、
各
地
区
公
民
館
長
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

・�

西
根
神
社
の
直
会
の
席
に
町
長
と
議
長
の
出
し
た
金
額
が
違
う
の
は
ど
う
い
う
事
か
。

　
伊
達
崎
地
区
　
13
名
出
席

・�

議
会
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
、
議
会
と
町
民
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
。
出
来
な
い
事
は
出
来
な

い
と
断
る
勇
気
も
必
要
。
通
年
議
会
に
し
て
も
細
部
に
わ
た
っ
て
の
チ
ェ
ッ
ク
は
難
し
い
。

監
視
機
能
を
フ
ル
に
使
っ
て
地
域
全
体
で
考
え
る
条
例
も
。
議
会
サ
イ
ド
の
補
助
員
を
増
や

し
、
機
能
を
伸
ば
す
方
法
を
。

　
睦
合
地
区
　
16
名
出
席

・�

議
会
だ
よ
り
を
読
む
限
り
で
は
、
議
論
の
過
程
が
分
か
ら
な
い
の
で
明
記
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

・�

無
競
争
だ
っ
た
改
選
に
つ
い
て
の
各
議
員
の
意
見
は
。

・�

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て
、
総
括
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

・�

相
馬
福
島
道
路
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
に
よ
り
、
人
口
減
対
策
に
つ
な
が
る
。
市
街
化
調
整

区
域
の
対
応
。

・�

農
地
法
に
と
ら
わ
れ
ず
対
応
を
。
開
発
が
遅
れ
て
い
る
。
戦
略
的
な
展
開
を
。

・�

美
味
し
い
コ
メ
作
り
を
次
代
に
お
く
れ
ず
取
組
め
。

・�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
土
砂
災
害
危
険
区
域
）
の
県
の
調
査
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

・�

議
員
定
数
減
、
人
口
増
策
、
定
住
人
口
、
西
山
城
開
発
、
子
育
て
環
境
、
地
の
利
を
活
か

せ
。

・�

複
式
学
級
の
懸
念
、
人
口
増
策
、
学
力
体
力
低
下
策
に
は
。

・�

今
、
住
民
が
増
え
て
い
る
高
子
沼
周
辺
に
移
住
さ
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
。

・�

町
発
展
の
た
め
に
は
、
旧
桑
折
町
を
中
心
と
し
た
一
極
集
中
で
は
だ
め
だ
。

・�

各
町
内
会
長
の
要
望
・
提
言
を
公
表
し
意
見
交
換
会
す
べ
き
。

・�

有
害
鳥
獣
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
事
業
実
施
に
つ
い
て
の
御
礼
。

・�

中
間
貯
蔵
へ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
。
学
校
関
係
は
ど
の
様
な
状
況
か
。

　
半
田
地
区
　
32
名
出
席

・�

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
議
会
は
後
手
後
手
で
は
な
い
か
。

・�

有
害
鳥
獣
捕
獲
と
駆
除
対
策
、
職
業
に
な
る
よ
う
な
方
策
は
。

・�

若
い
人
の
参
加
を
。
災
害
時
、
現
庁
舎
で
対
応
で
き
る
の
か
。
新
庁
舎
は
。

・�

志
田
ノ
内
線
の
拡
幅
事
業
に
つ
い
て
。

・�

教
育
の
町
と
し
て
、
ま
た
子
育
て
支
援
の
充
実
を
す
る
こ
と
で
人
口
増
に
。

・�

障
が
い
者
の
減
免
対
象
に
関
し
て
、
等
級
に
拘
わ
ら
ず
幅
広
く
対
応
し
て
ほ
し
い
。

・�

半
田
銀
山
の
坑
道
、
ハ
ー
ト
レ
イ
ク
、
登
山
道
整
備
に
つ
い
て
。

・�

防
災
倉
庫
の
整
備
に
つ
い
て
、
４
地
区
以
外
の
備
蓄
は
。
備
蓄
量
に
つ
い
て
の
確
認
は
。

・�

西
山
城
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
。

・�

観
光
売
店
、
お
休
み
処
、
駅
前
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
件
。

・�

町
全
体
に
ち
ょ
っ
と
座
る
椅
子
が
あ
れ
ば
い
い
。
雛
め
ぐ
り
に
議
員
の
方
も
参
加
を
。

・�

追
分
分
岐
点
の
ベ
ン
チ
に
戸
は
な
く
、
冬
は
寒
い
、
夏
は
暑
い
、
一
工
夫
が
必
要
で
は
。

・�

う
ぶ
か
の
郷
の
温
泉
に
つ
い
て
。

町民の皆様と
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町 が 出 資 し て い る 法 人 の 経 営 状 況 報 告 　

一
般
財
団
法
人
桑
折
町
振
興
公
社

土
地
開
発
公
社
桑
折
町
事
務
所

事
業
の
概
況

　「
う
ぶ
か
の
郷
」は
施
設
の
老
朽
化
、
源
泉
枯
渇
等
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
お
客
様
の
満
足

感
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
営
業
を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
に
係
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

知
名
度
ア
ッ
プ
な
ど
地
域
振
興
・
観
光
振
興
に
寄
与
し
て
き
た
。

　
今
後
も
町
や
関
係
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら「
桑
折
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
」の
加
速
化
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　　　平成 27 年度　「うぶかの郷」営業収支より　（3 月末現在）

項　　目 27 年度 26 年度 比較 前年対比

宿 泊 1,359 人 1,673 人 △ 314 人 81.2％

宿 泊 使 用 料 5,094,054 円 6,134,180 円 △ 1,040,126 円 83.0％

部屋使用件数 0 件 173 件 △ 173 件 0.0％

部 屋 使 用 料 389,720 円 517,020 円 △ 127,300 円 75.4％

入 湯 者 41,974 人 39,937 人 2,037 人 105.1％

浴 場 使 用 料 12,877,300 円 11,918,700 円 958,600 円 108.0％

宿 泊 食 事 5,122,148 円 5,496,874 円 △ 374,726 円 93.2％

宴 会 食 事 13,902,606 円 17,620,520 円 3,717,914 円 78.9％

食 事 7,993,025 円 10,138,479 円 △ 2,145,454 円 78.8％

物 販 事 業 5,618,920 円 6,535,957 円 △ 917,037 円 86.0％

事業収入合計 55,772,080 円 63,343,416 円 △ 7,571,336 円 88.0％

賄 材 料 費 11,725,453 円 15,634,996 円 △ 3,909,543 円 75.0％

人 件 費 25,575,973 円 31,847,329 円 △ 6,271,356 円 80.3％

※事業収入は主なもののみ

※

問
　
28
年
度
の
計
画
に
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。（
第
３
そ
の

他
⑵
）
ど
の
よ
う
な
方
針
か
、
ま
た
、

理
事
・
評
議
委
員
会
で
の
質
問
等
は

あ
っ
た
か
。

答
　
従
前
よ
り
社
協
等
の
サ
ロ
ン
で

の
利
用
が
多
か
っ
た
。
今
後
も
連
携

し
運
営
し
て
い
き
た
い
。
理
事
会
等

で
特
に
異
論
は
な
か
っ
た
。

問
　
厨
房
業
務
委
託
契
約
に
至
っ
た

理
事
会
で
の
経
緯
を
伺
う
。
ま
た
、

別
の
方
法
は
な
か
っ
た
も
の
か
、
こ

れ
で
交
流
人
口
増
が
見
込
め
る
か
。

答
　
以
前
よ
り
検
討
事
項
で
あ
っ
た
。

委
託
方
式
は
人
件
費
の
削
減
か
ら
の

考
え
だ
。
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
ぬ

よ
う
努
力
す
る
。

問
　
事
業
計
画（
第
３
そ
の
他
）⑵
の

内
容
は
、
振
興
公
社
設
立
の
目
的
か

ら
大
き
く
離
れ
た
使
用
で
は
な
い
か
。

「
大
か
や
園
」で
の
利
用
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答
　
社
協
の
サ
ロ
ン
利
用
は
研
修
セ

ン
タ
ー
の
目
的
と
合
致
し
て
い
る
。

使
用
す
る
、
し
な
い
は
利
用
者
の
判

断
で
あ
る
し
、
得
意
先
で
も
あ
る
。

問
　
厨
房
業
務
委
託
費
予
算
、
２
千

２
百
万
で
採
算
は
合
う
の
か
。

答
　
15
％
の
手
数
料
を
い
た
だ
く
。

問
　
定
款
第
４
条
に
あ
る
年
度
協
定

と
は
何
か
。
ま
た
、
受
託
契
約
と
合

致
し
て
い
る
な
ら
理
事
会
の
越
権
行

為
で
あ
る
。
理
事
会
を
通
過
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
理
事
長
の
責
任
だ
。

施
設
の
方
針
を
変
え
る
よ
う
な
⑵
に

つ
い
て
は
削
除
す
べ
き
だ
。

答
　
一
年
毎
の
事
業
に
対
し
、
指
定

管
理
料
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
い
き

過
ぎ
た
点
が
あ
る
の
で
削
除
し
て
理

事
会
に
戻
す
。

問
　
研
修
セ
ン
タ
ー
の
性
格
ま
で
も

変
え
る
内
容
で
あ
る
。
政
策
会
議
で

協
議
し
た
経
緯
は
あ
る
か
。

答
　
庁
内
で
議
論
し
た
経
緯
は
な
い
。

問
　
今
回
平
成
32
年
度
ま
で
の
賠
償

金
を「
前
受
金
」処
理
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
処
理
は
県
内
初
で
は
。

い
き
さ
つ
を
伺
う
。

答
　
福
島
復
興
加
速
化
交
付
金
か
ら

で
、
こ
こ
ま
で
補
償
さ
れ
た
こ
と
は
、

結
果
と
し
て
良
か
っ
た
。

問
　
収
支
計
算
書
と
正
味
財
産
増
減

計
算
書
の
経
常
費
用
計
が
ち
が
う
の

は
。

答
　
正
味
財
産
に
入
れ
る
も
の
、
入

れ
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
。

問
　
27
・
28
年
度
の
様
式
が
違
う
た

め
比
較
対
照
が
困
難
だ
。
資
料
を
検

証
し
出
し
方
を
検
討
で
き
る
か
。

答
　
次
年
度
に
向
け
注
意
し
て
い
く
。

問
　
地
域
振
興
事
業
補
助
金
、
誘
客

促
進
事
業
委
託
費
に
つ
い
て
余
れ
ば

返
す
性
質
の
も
の
か
。

答
　
返
還
は
求
め
ら
れ
な
い
。

問
　
会
計
事
務
所
等
の
委
託
料
２
１

０
万
、
昨
年
よ
り
約
45
万
増
に
な
っ

た
理
由
は
。

答
　
通
常
と
東
電
へ
の
事
務
手
続
き

の
た
め
増
額
に
な
っ
て
い
る
。

��

定
款
第
４
条
第
３
項
事
業（
公
共
施
設
の
運
営
管
理
業
務
受

託
事
業
）

　�

　
桑
折
町
振
興
公
社
は
、
桑
折
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
う
ぶ

か
の
郷
の
指
定
管
理
者
の
協
定
を
町
と
締
結
し
、
う
ぶ
か

の
郷
の
運
営
管
理
業
務
を
受
託
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

と
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
、

町
民
の
癒
し
の
場
と
な
り
、
町
の
観
光
、
情
報
発
信
の
拠

点
を
め
ざ
し
、
更
な
る
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
。

　
　
基
本
協
定
期
間
　
平
成
26
年
４
月
１
日
〜

平
成
31
年
３
月
31
日

　
　
年
度
協
定
期
間
　
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日

　
　
年
間
指
定
管
理
料
　
１
３
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。）

第
３
　
そ
の
他

⑴�

　
桑
折
町
振
興
公
社
と
し
て
、
町
総
合
計
画
及
び「
総
合

戦
略
」等
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
理
念
・
目
標
が
達
成
で
き

る
よ
う
、
町
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
。

⑵�

　
う
ぶ
か
の
郷
は
開
業
以
来
22
年
を
迎
え
る
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
の
払
拭
、

そ
し
て
多
く
の
町
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
果
た
し
て

き
た
役
割
は
一
定
の
成
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

源
泉
枯
渇
と
い
う
大
き
な
問
題
も
抱
え
て
お
り
、
今
一
つ

の
区
切
り
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。

　�

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
桑
折
町
社
会
福
祉
協

議
会
や
諸
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
町
民
の
健
康
維
持

増
進
、
介
護
予
防
、
多
く
の
町
民
参
加
に
よ
る
心
の
通
う

ふ
れ
あ
い
の
施
設
を
め
ざ
し
、
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
に

優
し
い
、
地
方
創
生
と
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
、
そ
し
て
新
た

な
福
祉
の
町
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の「
う
ぶ
か
の
郷
」に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
参
考
　

質
問
の
多
か
っ
た
定
款
と
、
事
業
計
画 

第
３ 

そ
の
他
の
内
容
で
す

半

澤

　

高

議
員

川

名

静

子

議
員

齋

藤

松

夫

議
員

岩

﨑

久

男

議
員

斉

藤

　

謙

議
員

事
業
の
概
況

　
平
成
27
年
度
は
、
災
害
公
営
住
宅
用
地
の
処
分
等
を

行
っ
た
。
ま
た
、
公
共
用
地
等
の
取
得
、
造
成
、
管
理
、

処
分
等
に
附
帯
す
る
業
務
と
し
て
、
保
有
地
の
貸
付
事
業

を
行
っ
た
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
に
お
い
て
、
工
業
団
地
売
却
に
よ

り
損
失
が
生
じ
た
が
、
町
か
ら
補
填
し
て
も
ら
い
借
入
金

の
返
済
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
28
年
度
の
事
業
に
災
害
公
営
住

宅
39
戸
周
辺
の
道
路
２
千
㎡
を
処
分

す
る
と
あ
る
が
地
図
を
配
布
し
て
ほ

し
い
。

答
　
ま
だ
分
筆
し
て
い
な
い
の
で
、

地
図
の
配
布
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
未
収
金
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い

て答
　
県
か
ら
の
指
導
は
な
い
が
、
様

式
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
説
明
書
き

の
と
こ
ろ
に
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
。

問
　
雑
収
益
の
内
訳
を
伺
う
。

答
　
土
地
開
発
公
社
所
有
地
に
建
設

さ
れ
て
い
る
応
急
仮
設
住
宅
に
対
し

て
の
賃
貸
料
や
、
電
柱
・
自
動
販
売

機
の
貸
借
料
だ
。

平成 27 年度　損益計算書（概要）

項　　目 金　　額

1
事業収益

⑴公有地取得事業収益 118,934,028 円

2
事業原価

⑵公有地取得事業原価 118,934,028 円

事業総利益 0 円

3 販売費及び一般管理費 20,360 円

事業損失 20,360 円

4 事業外収益 2,825,386 円

5
事業外費用

⑴支払利息 3,699,106 円

経常損失 894,080 円

6
特別損失 0 円

当期純損失 894,080 円

当期損失 894,080 円

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

斉

藤

　

謙

議
員

川

名

静

子

議
員

半

澤

　

高

議
員

質 

疑

質 

疑



議会だより――議会だより25 24 

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告

【伊達地方衛生処理組合】　選出議員　岩﨑久男・佐藤榮三

　去る３月28日第１回定例会が開催され、条例制定５件、条例改正１件、補正予算３件、平成28年度予算

３件、計12件の議案が提出され、全て全会一致で可決されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…28年度予算

　　「一般会計」　�歳入歳出予算総額5,630万円（前年度比10万円、0.2％減）、主な内訳、歳入では分賦金5,534

万６千円（前年度比600千円、1.1％増）繰入金50万円（前年度比70万円、58.3％減）、歳出

では総務費5,490万円（前年度比９万３千円、0.1％減）です。

　　「し尿処理」　�歳入歳出予算総額３億5,540万円（前年度比40万円、0.1％増）、主な内訳、歳入では分賦

金３億472万８千円（前年度比1,142万８千円、3.9％増）、繰入金4,923万４千円（前年度比

1,110万４千円、18.4％減）、歳出では衛生費１億7,798万３千円（前年度比54万円、0.3％

増）です。

　　「ごみ処理」　�歳入歳出予算総額42億1,050万円（前年度比1,642万５千円、0.4％減）、主な内訳、歳入で

は県支出金35億409万８千円（前年度比１億284万３千円、2.9％減）です。

【公立藤田病院組合】　選出議員　佐藤武朗・原　賢志・齋藤松夫・羽根田八千代

　去る３月25日第１回定例会が開催され、条例改正１件、補正予算１件、平成28年度予算、計３件の議案

が提出され、全て全会一致で可決されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…28年度予算

　「業務量」

　　　�病床数　311床（一般299床、結核12床）、年間患者数　入院91,250人（一般90,155人、結核1,095人）、

外来166,355人

　　　１日平均患者数　入院250人（一般247人、結核３人）、外来679人。

　「収益的収支」�では、収益的収支予算総額は、60億3,697万４千円で収支均衡予算です。

　　　　　　　主な内訳、医業収益56億792万８千円、医業費用59億1,340万８千円です。

　「資本的収支」�　�では、収入１億6,763万７千円（前年度比388万４千円増）、支出４億8,800万円（前年度比

3,166万２千円、6.1％減）です。

　　　　　　　　�資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３億2,036万３千円は過年度損益留保資

金で補填されます。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　　　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

病院事業収益合計 6,036,974 5,995,779 41,195 0.7% 資本的収入合計 167,637 163,753 3,884 2.4%

医 業 収 益 5,607,928 5,591,092 16,836 0.3% 出　資　金 167,636 163,752 3,884 2.4%

医業外収益 429,046 404,687 24,359 6.0% 国庫補助金 1 1 0 0.0%

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

病院事業費用合計 6,036,974 5,995,779 41,195 0.7% 資本的支出合計 488,000 519,662 △ 31,662 △ 6,1%

医 業 費 用 5,913,408 5,868,028 45,380 0.8% 建設改良費 166,471 201,734 △ 35,263 △ 17.5%

医業外費用 116,406 120,563 △ 4,157 △ 3.4% 企業債償還金 321,529 317,928 3,601 1.1%

病院組合費 2,768 2,768 0 0.0%

予　備　費 4,392 4,420 △ 28 △ 0.6%

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 320,363 千円は、過年度分損益勘定留保資金で補填する。

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分賦金 55,346 54,746 600 1.1% 議会費 1,000 1,007 △ 7 △ 0.7%

財産収入 1 1 0 0.0% 総務費 54,900 54,993 △ 93 △ 0.2%

繰入金 500 1,200 △ 700 △ 58.3% 予備費 400 400 0 0.0%

繰越金 400 400 0 0.0%

諸収入 53 53 0 0.0%

合　計 56,300 56,400 △ 100 △ 0.2% 合　計 56,300 56,400 △ 100 △ 0.2%

【し尿処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　出

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分　賦　金 304,728 293,300 11,428 3.9% 衛生費 177,983 177,443 540 0.3%

使用料・手数料 83 4 79 1975.0% 基金費 38,265 38,405 △ 140 △ 0.4%

財 産 収 入 26 31 △ 5 △ 16.1% 公債費 138,652 138,652 0 0.0%

繰　入　金 49,234 60,338 △11,104 △ 18.4% 予備費 500 500 0 0.0%

繰　越　金 500 500 0 0.0%

諸　収　入 829 827 2 0.2%

合　計 355,400 355,000 400 0.1% 合　計 355,400 355,000 400 0.1%

【ごみ処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分　賦　金 315,989 309,519 6,470 2.1% 衛生費 4,143,226 4,158,066 △ 14,840 △ 0.4%

使用料・手数料 138,709 138,897 △ 188 △ 0.1% 基金費 640 2,028 △ 1,388 △ 68.4%

国庫支出金 4,554 9,423 △ 4,869 △ 51.7% 公債費 63,634 63,831 △ 197 △ 0.3%

県 支 出 金 3,504,098 3,606,941 △102,843 △ 2.9% 予備費 3,000 3,000 0 0.0%

財 産 収 入 49,843 58,381 △ 8,538 △ 14.6%

繰　入　金 38,500 30,000 8,500 28.3%

繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%

諸　収　入 155,807 70,764 85,043 120.2%

組　合　債 0 0

合　計 4,210,500 4,226,925 △ 16,425 △ 0.4% 合　計 4,210,500 4,226,925 △ 16,425 △ 0.4%

一部事務組合への平成 28 年度負担金予算額と前年度対比表

区　　　分 内　訳 平成 28 年度予算額 平成 27 年度予算額 増減額 増減率

伊 達 地 方

衛 生 処 理 組 合

一般会計 652 万 6 千円 637 万 6 千円 15 万円 2.4%

ごみ処理 3,156 万 7 千円 2,992 万 8 千円 163 万 9 千円 5.5%

し尿処理 2,669 万 2 千円 2,538 万 1 千円 131 万 1 千円 5.2%

計 6,478 万 5 千円 6,168 万 5 千円 310 万円 5.0%

公 立 藤 田 病 院 組 合

特別交付税分 2,145 万 9 千円 1,441 万 8 千円 704 万 1 千円 48.8%

一般会計 5,200 万円 5,200 万円 0 0.0%

計 7,345 万 9 千円 6,641 万 8 千円 704 万 1 千円 10.6%

伊 達 地 方 消 防 組 合 一般会計 1 億 7,590 万 3 千円 1 億 7,092 万円 498 万 3 千円 2.9%

合　　　計 3 億 1,414 万 7 千円 2 億 9,902 万 3 千円 1,512 万 4 千円 5.1%
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【水道用水供給企業団】　選出議員　片平秀雄

【概要説明】…議案２件が提出され、全て可決されました。

　議案第１号　�27年度補正予算、収益的収支の収入で、原子力損害賠償金の営業外収益を1,457万２千円増

額し、支出については、営業外費用383万５千円を増額するものです。また、事業見送り等

により資本的収支の収入において、負担金を1,964万３千円減額、支出において、建設改良

費7,137万９千円を減額するものです。

　議案第２号　�平成28年度予算、業務の予定量として年間総給水量を3,960万6,319㎥とし、水道用水供給

事業収益として45億5,751万１千円、水道用水供給事業費用として48億9,985万１千円とし

たもの。資本的収入及び支出の予定額については、資本的収入額を５億9,364万１千円、に

対し不足する額24億2,886万円は、過年度分損益勘定留保資金24億822万３千円並びに過年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額2,063万７千円で補填されます。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　   　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　 単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

水道用水供給事業収益 4,557,511 4,954,356 △ 396,845 △ 8.0% 資本的収入 593,641 32,334 561,307 94.6%

営 業 収 益 3,482,253 3,864,974 △ 382,721 △ 9.9% 負 担 金 593,641 32,334 561.307 94.6%

営 業 外 収 益 1,075,258 1,089,382 △ 14,124 △ 1.3% 固定資産売却代金 0 0 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

水道用水供給事業費 4,899,851 4,858,360 41,491 0.9% 資本的支出 3,022,501 2,173,711 848,790 28.1%

営 業 費 用 4,321,424 4,195,299 126,125 3.0% 建 設 改 良 費 1,179,942 362,693 817,249 69.3%

営 業 外 費 用 578,327 662,961 △ 84,634 △ 12.8% 企 業 債 償 還 金 1,842,459 1,810,918 31,541 1.7%

予 備 費 100 100 0 0.0% 予 備 費 100 100 0 0.0%

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 24 億 2,886 万円は、過年度分損益勘定留保資金 24 億 822 万 3 千円並びに過年度
分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 2,063 万 7 千円で補填する。

【伊達地方消防組合】　選出議員　渡邉英直・川名静子

　去る３月28日第１回定例会が開催され、同意２件、条例制定４件、条例の一部改正３件、補正予算１件、

平成28年度予算、計11件議案提出され、全て全会一致で可決されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…28年度予算

　歳入歳出総額16億4,700万円（前年度比８億600万円、32.9％減）、主な内訳、歳入では分担金14億1,800

万円、国庫支出金420万円、歳出では人件費11億2,427万６千円、物件費１億4,423万円、等です。

○�特記事項としては、平成28年度においては、庁舎建設と消防救急デジタル無線指令システム整備に係る

起債の元金償還開始のため公債費が増となりますが、車両の整備に関しては、交付税措置のある有利な起

債を利用することにより構成市町の負担を極力減らし、平準化を図っております。

単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H28 年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分担金・負担金 1,418,000 1,381,000 37,000 2.7% 議会費 1,226 1,254 △ 28 △ 2.2％

使用料・手数料 523 723 △ 200 △ 27.7% 総務費 53,522 81,386 △ 27,864 △ 34.2％

国庫支出金 4,200 20,000 △ 15,800 △ 79.0％ 消防費 1,457,283 2,295,258 △ 837,975 △ 36.5％

県 支 出 金 0 62,546 △ 62,546 皆減 公債費 131,953 71,184 60,769 85.4％

財 産 収 入 20 139 △ 119 △ 85.6% 予備費 3,016 3,918 △ 902 △ 23.0％

寄　付　金 1 1 0 0.0%

繰　入　金 0 132,000 △ 132,000 皆減

繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%

諸　収　入 10,256 10,091 165 1.6%

組　合　債 211,000 843,500 △ 632,500 △ 75.0%

合　計 1,647,000 2,453,000 △ 806,000 △ 32.9% 合　計 1,647,000 2,453,000 △ 806,000 △ 32.9％

年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出　席　者

28 ４ １ 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

５ 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

６ 議会運営委員会 ・３月定例会の総括について
・議会基本条例に基づく議会改革の先進事例調査について　外

選 出 委 員

８ 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

伊達郡町村議会議長会　議長会議 第 11 回伊達郡町議会議員大会の開催について、全国町村議会議長・副議長研修会
について外

正 副 議 長

11 議会広報委員会 議会だより春号の編集 選 出 委 員

13 議会全員協議会 ・議会報告会について
・政務調査会視察等について

全 議 員

14 総務文教常任委員会 所管事務調査「財政の現状と今後について」 選 出 委 員

19 総務文教常任委員会 所管事務調査「損害賠償請求について」、陳情審査２件 選 出 委 員

25 例月出納検査・現地監査 定例検査、平成 27 年度実施事業箇所現地確認 選 出 委 員

26 死亡叙勲伝達式 元桑折町議会議員の親族に対する叙勲の伝達 議 長

高齢叙勲伝達式 元桑折町議会議員に対する叙勲の伝達 議 長

27 議会全員協議会 桑折町歴史的風致維持向上計画の概要説明 全 議 員

議会報告会（桑折・睦合） ３月定例会報告・町民との意見交換 全 議 員

28 議会報告会（伊達崎・半田） ３月定例会報告・町民との意見交換 全 議 員

５ ９ 県町村議会議長会　理事・監事合同会議 優良町村議会並びに特別功労者及び自治功労者の決定、平成 28 年度定期総会の開
催について、会長補欠選挙、副会長補欠選挙

議 長

10 総務文教常任委員会 所管事務調査「児童生徒の学力・体力向上について」、「平成 28 年度教育委員会重点」
について

選 出 委 員

18 伊達郡町村議会議長会　議長会議 平成 27 年度伊達郡町村議会議長会の歳入歳出決算、平成 28 年度県町村議会議長会
定期総会について、第１１回伊達郡町議会議員大会について、地方自治研究交流セ
ミナーについて

正 副 議 長

19 産業厚生常任委員会 所管事務調査「産業振興策について」、閉会中の所管事務調査の申出事項について 選 出 委 員

阿武隈川上流県北流域下水道促進協議会総会 平成 27 年度事業及び経過報告・歳入歳出決算
平成 28 年度事業計画（案）

議 長
産 厚 委 員 長

桑折町放射能対策推進町民会議第 12 回幹事会 平成 27 年度活動報告と平成 28 年度活動計画、第６回桑折町放射能対策推進町民会
議について

正 副 議 長

平成 28 年度東根川広域基幹河川改修事業整備促
進協議会

平成 27 年度事業経過報告及び収支決算報告、平成 28 年度事業計画（案）及び収支
予算（案）、一級河川東根川広域基幹河川改修事業整備促進に関する決議（案）

産厚副委員長

県町村議会広報研修会 町村議会の広報委員研修会 議 長
選 出 委 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 平成 28 年第２回組合議会臨時会提出議案について 選 出 議 員

20 平成 28 年第２回伊達地方衛生処理組合議会臨時
会

専決処分の承認（ごみ処理事業特別会計補正予算（第 1 号）監査委員の選任同意 選 出 議 員

25 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

26 議会全員協議会 有害鳥獣対策について、平成 28 年度議会報告会総括について 全 議 員

議会政務調査会役員会 平成 28 年度政務調査会総会開催について 議 長 外

議会政務調査会総会 平成 27 年度事業報告、平成 28 年度政務調査活動について（案） 全 議 員

30
・
31

第 40 回町村議会議長・副議長研修会 全国町村議会の議長・副議長研修会 正 副 議 長

６ ３ 総務文教常任委員会 所管事務調査「児童生徒の学力・体力向上について」「財政の現状と今後について」
「原発事故に係る損害賠償請求について」

選 出 委 員

産業厚生常任委員会 所管事務調査「産業振興策について」 選 出 委 員

６ 県町村議会議長会平成 28 年度定期総会 優良町村議会・特別功労者・自治功労表彰、各地方町村議会議長会提出議題の審議外 議 長

７ 議会運営委員会 第３回臨時会議事日程等 選 出 委 員

議会全員協議会 第３回臨時会議事日程等、議案内容の説明、伊達郡町議会議員大会桑折町要望事項
について

全 議 員

第３回臨時会本会議 桑折町立醸芳幼稚園増築工事請負契約、桑折町固定資産評価員の選任、有害鳥獣対
策（侵入防止柵設置）に関する決議

全 議 員

第６回桑折町放射能対策推進町民会議 ・平成 27 年度の活動経過及び平成 28 年度の活動計画について
・講演「東日本大震災から５年 復興を阻む壁、どう破る」
　　講師　寺島　英弥氏（河北新報社編集局編集委員）

議 長 外

８ 東北地方整備局表敬訪問 相馬福島道路（霊山～福島）桑折高架橋着工の御礼訪問 議 長

13 議会運営委員会 ６月定例会議事日程等 選 出 委 員

21 議会全員協議会 第４回定例会議事日程等、提案内容の説明、６月定例会（第１日）議事日程等、議
案内容の説明

全 議 員

第４回定例会本会議 一般会計補正予算１件、特別会計補正予算１件の説明、陳情審査２件・意見書１件
審議採決、請願趣旨説明

全 議 員

議会全員協議会 第４回定例会議事日程等、提案内容の説明 全 議 員

総務文教常任委員会 請願・陳情審査 選 出 委 員

産業厚生常任委員会 請願・陳情審査 選 出 委 員

22 議会全員協議会 ６月定例会（第２日）議事日程等 全 議 員

第４回定例会本会議 一般質問５名 全 議 員

23 議会全員協議会 ６月定例会（第３日）議事日程等 全 議 員

第４回定例会本会議 ・一般質問３名
・平成 27 年度予算繰越明許費について
・一般社団法人桑折町振興公社、福島地方土地開発公社の経営状況等報告

全 議 員

総務文教常任委員会 陳情に基づく意見書作成、閉会中の所管事務調査申出事項の協議 選 出 委 員

24 産業厚生常任委員会 請願・陳情審査（現地調査及び審査）、閉会中の所管事務調査申出事項の協議 選 出 委 員

27 議会全員協議会 ６月定例会（第７日）議事日程等 全 議 員

議会運営委員会 追加議事日程等 選 出 委 員

第４回定例会本会議 ・条例改正８件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算１件審議採決
・追加議案審議採決（同意１件、請願２件、陳情４件、意見書提出２件、決議１件）

全 議 員

28 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

29 議会広報委員会 議会だより夏号の編集 選 出 委 員

議 会 活 動 状 況 報 告 　平成 28 年３月定例会以降
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■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　佐　藤　武　朗

委員　岩　﨑　久　男

編　集　後　記

　「献上桃の郷」の商標登録が４月に認めら
れ、５月には相馬福島道路の桑折高架橋の着
工と、本町にとってうれしいことが続いてお
ります。
　とりわけ「桑折の逸品」と称される桑折産
の「桃」の出荷を、多くのファンが「早く食
べたい」と待っていました。それに答えるか
のように今年は早いこと、早いこと。そんな
に慌てずゆっくり味わいたいのに。もう７月
末に主力の「あかつき」が最盛期になると
か。
　生産農家の方々には、商標登録の効果も加
わり、「桃を作り続けてよかった。暑いけど
がんばっぺ」となるよう祈ります。
　「桃」も「生産者」も町の宝ですもの。

川名　静子

～桑折の逸品～

睦合幼稚園七夕まつり
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